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「
あ
を
本
」

の
青

の
色

々

園

田

豊

近
世
当
時
は
、

1

現
在
の
近
世
国
文
学
史
で
は
、
江
戸
の
草
双
紙
の
名
称
の
変
遷
を
そ

の
表
紙
の
色

(行
成
表
紙
は
模
様
)
に
よ
り
、
行
成
表
紙

・
赤
小
本

・

赤
本

・
黒
本

・
青
本

・
黄
表
紙
の
順
に
記
述
す
る
。
そ
し
て
、
赤
本
以

前
は
明
ら
か

に
子
供
向
け
の
内
容
で
あ

っ
た
も
の
が
、
青
本
、
黒
本
と

内
容

に
や
や
大
人
味
を
加
え
、
安
永
四
年

(
一
七
七
三
)、
恋
川
春
町
の

『金
々
先
生
栄

花

夢
』
に
至

っ
て
、
立
派
に

(?
)
大
人
の
絵
草
子
と

な

っ
た

(
こ
の
事
は
、
近
世
当
時
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
い
た
。)
の
で
、

文
学
史

で
は
、
こ
の
『
金
々
先
生
』
を
以
て
文
学
史
用
語
と
し
て
の
「
黄

表
紙
」
第

一
作
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
現
状
は
そ
う
裁

然
と
は
い
か
な
か

っ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。

大
田
南
畝
を
中
心
に
編
ま
れ
た
と
さ
れ
る
黄
表
紙
評
判
記

『菊
寿

草
』
(安
永
十
年
刊
)
や

『岡
目
八
目
』
(天
明
二
年
刊
)
を
読
ん
で
も
、

ア
、
同

一
作
品
に
青
ま
た
は
黒
の
表
紙
を
か
け

て
販
売
す
る
こ
と
が

あ

っ
た
。

イ
、
「青
本
」
と

「
黄
表
紙
」
の
称
呼

(ジ
ヤ

ン
ル
名
)
は
、
同

一
人

に
よ
り
、
同

一
作
品
に
対
し
て
も
そ
の
時
々
で
自
由
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
様
な
所
も
あ

っ
た
。

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

あ
と
、
も
う

一
つ
、
従
来
か
ら
論
じ
ら
れ
な
が
ら
も
、
今

一
つ
明
ら

か
で
な
い
の
が
、
青
本
の
青
と
呼
ば
れ
て
い
る
表
紙
の
色
と
、
現
存
し

て
い
る
黄
表
紙
の
黄
色
表
紙
が
、
安
永
期
前
後
か
ら
、
同

一
色
で
あ
る

か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
小
考
を
加
え
た
も

の
が
、
こ
の
小
稿
と
な

っ
た
。
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2

先
学
に
引
用
さ
れ
て
既
に
久
し
い
も
の
だ
が
、
や
は
り
こ
の
問
題
に

つ
い
て
論
じ

る
の
で
あ
れ
ば
、
大
田
南
畝

『半
日
閑
話
』
巻
十
三

「安

永
五
年
丙
申

正
月
」
(岩
波
書
店

『大
田
南
畝
全
集
』
第
十

一
巻
。
三

九
六
頁
)
の

「
鱗

形
屋
双
紙
」
の
項
の
記
事
を
引
用
し
な
い
訳
に
は
い

か
な
い

(
そ
れ
も
二
行
割
註
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
全
文
に
亙

っ
て
)。

今
年
よ
り
鱗
形
屋
草
双
紙
の
絵
並
び
に
表
紙
の
標
書
共
に
風
を
変

ず
。
表
紙
の
上
は
例
年
青
紙
に
題
号
を
か
き
、
赤
き
紙
に
絵
を
か

き
し
が
今
年
は
紅
絵
摺
に
す
。

〔二
行
割
註
与

す
べ
て
絵
草
紙
、
い
に
し

へ
は
唐
紙
表
紙
の
金

平
本
、
又
は
土
佐
の
上
る
り
本
な
り
し
が
、
享
保
の
頃
よ
り
鱗
形

注
③

注
④

屋
に
て
萌
黄
色
表
紙
に
て
、
今
の
鳥
居
流
の
絵
を
か

へ
て
、

一
種

の
風
を
変
ず
。
是
を
青
本
と
云
。
予
が
家
に
三
冊
蔵
め
置
け
り
。

そ
の
う
ち
萌
黄
変
じ
て
黄
色
の
表
紙
と
な
る
。
今
黄
色
本
を
人
な

を
青
本
と
呼
は
是
よ
り
の
ゆ
へ
也
。
そ
の
年
の
新
板
を
黄
色
の
表

紙
に
し

て
、
そ
の
年
過
れ
ば
黒
き
表
紙
を
さ
け
て
是
を
わ
か

つ
。

是
を
黒
本
と
い
ふ
。
赤
き
表
紙
の
赤
本
は
む
か
し
よ
り
あ
り
と
云

(欄
外
。
追
考
。
去
年
夏
か
秋
の
頃
絵
草
紙
二
冊
出
る
。
金
々
先

注
⑥

生
栄
花
夢
と
云
名
也
。
此
絵
草
紙
よ
り
風
を
変
ず
)〕

絵
も
鳥
居
風
の
絵
を
変
じ
て
、
当
世
錦
絵
風
の
絵
と
な
す
。
表
紙

の
標
書
を
紅
摺
に
す
る
事
は
、
宝
暦
十
庚
辰
年
の
春
、
通
油
丁
丸

小
山
九
兵
衛
が
家
の
草
双
紙
、
丈
阿
戯
作

の
本
を
始
と
す
。
そ
れ

よ
り
所
々
の
草
双
紙
の
題
号
み
な
紅
摺
と
な
り
し
が
、
鱗
形
屋
に

は
古
風
は
失
は
ず
、
人
も
ま
た
是
を
見
る
事
を
愛
せ
し
が
、
今
年

注
⑦

古
風
を
変
ず
る
事

い
か
ゞ
、
今
年
新
板
の
内
高
慢
軒

〈斎
〉
行
脚

日
記
と
い
へ
る
本
行
は
る
。
(画
工
恋
川
春

町
作
也
)

こ
の
文
章

に
は
、

い
く
つ
か
注
が
必
要
と
な

ろ
う
。

①

「今
年
」
と
は
、
当
然
、
安
永
五
年
で
あ
ろ
う
。
安
永
年
刊
の

『金
々

先
生
栄
花
夢
』

の
題
号
は
青
紙
に
、
赤
い
紙

に
内
容
の

一
場
面
を
描

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
事
は

『金
々
先
生
』
の
現
存
本
に
よ

り
、
ま
た
、
濱
田
義

一
郎
氏

『黄
表
紙
題
籏

一
覧
』
に
よ

っ
て
、
南

畝
の
言
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

②

「
紅
摺
」
と
は
、
二
～
三
の
色
を
使

っ
た
色
刷
り
で
あ
る
。

③
萌
黄
色
は
、
少
し
青
味
が
か

っ
た
緑
い
ろ
。

④

「絵
を
か
へ
て
」
は
、
「か
き
て
」
の
誤
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑤

「萌
黄
変
じ
て
黄
色
に
な
る
」
の
余
談
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
逆
の
例

を
知

っ
て
い
る
。
有
斐
閣

『
日
本
文
学
史
』
の
カ
バ
ー
表
紙
は
黄
土
色

が
か

っ
た
黄
色

で
あ

っ
た
が
、
西
日
の
入
る
部
屋
の
本
棚
に
並
べ
て
い

る
内
、
槌
色
し
て
萌
黄
色
に
変
じ
て
し
ま
っ
た
。
同
様
の
経
験
を
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
染
料
の
相
違
か
。

⑥

こ
の

「風
を
変
ず
」
は
鳥
居
流
か
ら
、
当
世
錦
絵

へ
風
を
変
じ
た
、

の
意

で
あ
る
。
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⑦
こ
の

「
今
年
」
は
安
永
五
年
。
こ
の
条
も
、
濱
田
氏

『黄
表
紙
題
籏

一
覧
』
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
頃
、
鱗
形
屋
は
す
で
に
経
営

が
傾
き
、
老
舗
と
し
て
の
自
信
を
喪
失
し
て
い
た
か
。

続
い
て
、
『金
曾
木
』
(文
化
六
年
成
)
(岩
波
書
店

『大
田
南
畝
全
集
』

第
十
巻
所
収

の
南
畝
自
筆
本

に
よ
る
)
の
文
章
を
引
用
し
よ
う
。

、

注
⑧

○
む
か
し
は
絵
草
子
を
青
本

〔二
行
割
註
尋
黄
色
表
紙
な
り
。
享

保
の
頃

の
表
紙
、
萌
黄
色
な
り
し
故
に
此
名
あ
る
欺
〕

黒
本

〔こ

と
し
の
新
板
を
来
年
黒
表
紙
に
し
て
出
せ
り
〕

赤
本

〔丹
表
紙

に
て
多
く
は

一
冊
も
の
也
〕
と
い
ひ
て
、
青
本
の
価
六
文
、
黒
本

赤
本
は
五
文
也

〔宝
暦

の
比
、
予
が
稚
か
り
し
時
也
〕

近
比
ま

で
青
本

の
事
を
本
屋
仲
間
に
て
青
く

と
よ
び
し
が
、
此

比
前
編
後
編

の
作
出
来
て
よ
り
、
合
巻
物
と
よ
ぶ
。
価
も
次
第
に

高
く
な
り
て
、
小
児
の
み
る
べ
き
も
の
に
は
あ
ら
ず

(欄
外
。
文

化
十
四
年
丁
丑
の
暮
よ
り
、
合
巻
物
外
題
の
色
ず
り
よ
ろ
し
き
を

禁
ぜ
ら
れ
て
、
合
物
や
む
。
も
と
の
草
双
紙
の
如
く
な
れ
ど
も
、

注
⑪

半
紙
ず
り
に
て
、

一
冊
十
六
文
づ

ゝ
に
う
り
て
、
絵
も
や
は
り
合

巻
物

の
ご
と
し
)
。

の
表
紙
の
色

(行
成
表
紙
の
場
合
は
模
様
)
に
よ
る
名
称
の
変
遷
は
、

行
成
表
紙
本

・
赤
本

・
黒
本

・
青
本

・
黄
表
紙

の
順

に
、
現
在
文
学

史
で
は
、
記
述
さ
れ
る
。

⑨
当
然
、
値
は
少
し
安
く
な

っ
て
い
る
。

⑩
何
故
、
黄
色
の
草
子
を

「黄
く

」
で
は
な
く
、
「青
く

」
と
呼
ぶ

の
か
。
南
畝
も
こ
こ
に
拘

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
二
書
の
記
述
と

し
て
残

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑪
現
在
の
お
金
に
換
算
し
て
、
百
二
十
円
位
か
。

さ
て
、
こ
の
青
本
と
黄
表
紙

の
表
紙

の
色
目

に
つ
い
て
、
中
村
幸
彦

氏
は
、
先
述
の
南
畝
の
二
文
章
を
引
用
さ
れ

(『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第

四
巻
O
五
〇
三
頁
)、

(『金
曾
木
』
の
記
事
に
つ
い
て
)
「黄
色
」
も
、
日
本
に
於
て

は
昔
か
ら
現
代
ま
で
む

つ
か
し
い
色

で
あ
る
。
南
畝
の
い
う
処

は
、
本
屋
仲
間
で
は

「青
く

」
と
言

っ
て
い
る
が
、
実
は
黄

色
で
あ
る
。
享
保
頃
は
萌
黄
色

で
あ

っ
た
と
ま
と
ま
る
。
明
晰

な
文
章
を
書
く
南
畝

で
あ
る
が
、
こ
れ

で
も
以
上
三
つ
の
色
の

関
係
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
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こ
の
文
章

に
も
少
し
注
を
付
け
て
み
る
。

⑧

一
般
の
方

の
誤
解
な
き
よ
う
に
再
述
し
て
お
く
が
、
江
戸
の
絵
草
子

(『半
日
閑
話
』
の
記
事
に

つ
い
て
)
こ
の
文
章
も
、
現
代
風
の
色

彩
感
覚
を
も

っ
て
す
る
と
明
晰
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
文
章
全
体
が
、
青
本
に
関
し
た
も
の
で
、
「黄
表
紙
」
な
る
分



類
に
関
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
南
畝

が

「黄
色
の
表
紙
」
「今
の
黄
色
本
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
今
我
々

が
青
本
と
称
し
て
い
る
原
本
の
原
表
紙
の
色
だ
と
し
て
お
く
と
、

簡
単

明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
を

「青
」
と
言
い
伝
え
た
の
は
、
享
保

頃
に
萌
黄
色
の
表
紙
が
あ

っ
た

(中
村
注
、
氏
筆
者
は
見
た
こ
と

は
な
い
が

息
園
田
注
、
槌
色
し
て
黄
色
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
)、
草
木
の
葉
の
色
を

「青
い
」
と
す
る
日
本

人
の
感
覚

で
、
こ
れ
を
青
本
と
呼
ん
だ
。
後
に
、
萌
黄
色
表
紙
が
、

今

の
黄
色
表
紙
に
替

っ
た
が
、
内
容
や
形
式
が
同
系
統
な
の
で
、

同
じ
称

で
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
が
以
上
で
あ
る
と
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
南
畝
の
こ
の
二
つ
の
文
章
、
又
は
口
伝
え
で

広
ま

っ
た
こ
の
説
が
、
後
々

「黄
表
紙
」
な
る
も
の
を
論
ず
る
時

に
持

ち
出
さ
れ
て
、
色
々
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
黄
表
紙
の
条
で
再
説
す
る
。

と
さ
れ
、

そ
の
条

で
は
、

(前
略
)
以
上

の
検
討
か
ら
し
て
、
安
永
四
年
以
後
は
、
青
本
と

違

っ
た

「黄
表
紙
」
に
変
わ

っ
た
証
は
、

一
つ
も
見
出
さ
れ
ず
、

残
存
す
る
原
本
に
も
そ
う
し
た
相
違
は
な
い
。
と
す
れ
ば

一
つ
の

色
を
青
と
見
た
人
は
青
本
と
い
い
、
黄
と
見
た
人
は
黄
表
紙
と
称

し
た
と
解
す
る
の
外
は
な
い
。

と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
野
三
敏
氏

に
、

(黄
表
紙

『江
戸

生

艶
気
樺
焼
』
初
版
本

の
)
表
紙
の
地
色
は
黄

色
味
の
勝

っ
た
萌
黄
色

で
あ
る
が
、

こ
れ
が

「黄
表
紙
」
と
い
う

名
称
の
も
と
に
な

っ
た
も
の
。
た
だ
し
現
存
す
る
も
の
は
、
ほ
と

ん
ど
槌
色
し
て
黄
色

に
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
本
来
の
色
は

も
う
少
し
青
み
が
か

っ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い

わ
れ
、
そ
こ
か
ら
当
時

の

「青
本
」
と
い
う
名
称
が
生
じ
た
と
も

い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
青
み
の
強

い
表
紙
の
も
の
も
現
存
し

て
お
り
、
そ
れ
は
こ
の
黄
色

い
表
紙
と
は
明
ら
か
に
別
種
の
色
調

で
あ

っ
て
、
な
お
こ
の
色
目

の
問
題
は
定
説
を
見
る
に
い
た
っ
て

は
い
な
い
。
(『内
な
る
江
戸

近
世
再
考
』
。)

と
い
う
御
意
見
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
安
永
四
年
以
降
の
作
品
で
は
、

袋
入
り
の
作
品
で
し
か
、
青
み
の
強
い
表
紙
を
知
ら
な
い

(
つ
ま
り
、

絵
題
籏
の
付
さ
れ
た
二
冊
物
、
三
冊
物

で
、
そ
の
表
紙
の
も
の
を
み
た

こ
と
は
な
い
)。
た
だ
、
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
(小
学
館
)
の

『黄
表

紙
/
川
柳
/
狂
歌
』

の
口
絵
写
真

で
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館

・
加

賀
文
庫
蔵

『嘘

多

膓
取

帳
』
の
表
紙
が
、
こ
の
青
み
の
強
い
色
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
原
本
の
実
際
の
色

で
は
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
迄
、
筆
者
は
何
を
言
わ
ん
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
。

結
論
的
に
言

っ
て
、
筆
者
は
享
保
期
は
い
ざ
知
ら
ず
、
安
永

・
天
明
当

時

「
青
本
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
た
草
双
紙

の
表
紙
は
、
現
在
の
文

学
史
で

「黄
表
紙
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
と
同

一
の
も
の

で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
る
中
村
幸
彦
氏
説
に
賛
成
な
の
で
あ
り
、
加
え
る
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べ
き
説
は
な

い
。
た
だ
、
筆
者
は
兼
ね
て
か
ら
中
村
氏

の
駿
尾
に
付
し

て
、
古
く
は
高
木
好
次
氏

「黄
表
紙
の
異
称
さ
ま
ざ
ま
」
に
倣

っ
て
「青

本
」
や

「黄
表
紙
」
の
用
例
を
少
し
く
調
べ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
用
例

を
以
下
に
示
し
た
い
が
た
め
の
、
前
置
き
、
従
来
ま
で
の
研
究
概
説
が

以
上
の
文
章

で
あ
る
が
、
や
や
長
す
ぎ
る
も
の
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

零
細
な
用
例

で
あ
る
が
、
早
速
以
下
に
示
そ
う
。

3

で

は
、

《
「
青

本

」

の
用

例
》

か

ら
、

0
頭
取

ヱ
ヘ
ン
く

是

は
御
存
じ

の
も

ゝ
太
郎
、
日
本

一
の
黍
団

子
、
ひ
と

つ
ふ
た

つ
の
赤
子
の
赤
本
、
五

つ
や
み

つ
の
比
よ
り
も
、
音

に
き
こ
へ
し
老
松
の
青
本
の
色
、

ひ
わ
ち
や
と
う

つ
ろ
ふ
、
十
八
大
通

の
あ
ま

つ
風

…

(安
永
十
年
刊
、
大
田
南
畝
作

『菊
寿
草
』
)

☆

(園
田
評
。
以
下
、
☆
は
全

て
園
田
評

で
あ
る
)
こ
れ
は
最
早

有
名
な
用
例
で
あ
る
。
昔

の

(南
畝

の
言
を
借
り
れ
ば
、
享
保

頃
の
)
「青
本
」
の
表
紙
の
青
を

「老
松
の
青
」
(実
際
は
緑
色

で
あ
ろ
う
)
と
形
容
し
た
。
そ
れ
が
安
永
十

(=
天
明
元
)
年

の
時
点
で
は
、
鶉
茶
色
に
変
わ

っ
た
と
い
う
。
鵬
茶
色
は

「緑

み
の
に
ぶ
い
黄
」
(緑
味
か
か

っ
た
に
ぶ
い
黄
色
、
の
意
)
と
あ

る

(『
日
本
の
伝
統
色
』)
。
つ
ま
り
、
現
在

の
黄
表
紙
の
色
で
あ

る
。
な
お
、
後
述
す
る
が
、
南
畝
は

『菊
寿
草
』
の
翌
年
の

『岡

目
八
目
』
の
な
か
で
、
当
節

の
草
双
紙

の
表
紙
を

「色
事
で
も

甘
事
で
も
、
何
で
も
こ
つ
ち

へ
黄
色
表
紙
」
と
も
書
い
て
い
る
。

○
春
町
さ
ん
打
ち
ま
せ
う
。

祝
う
て
三
冊
う
り
ま
せ
う
。

近
年

袋

入

斗

お

つ
と
め
ゆ
へ
、
青
本
で
ハ
久
し
ぶ
り
。

(天
明
二
年
刊
、
南
畝
作

『
岡
目
八
目
』)

☆
こ
れ
も
有
名
な
用
例
。
「袋
入
」
と
は
二
冊
物
、
三
冊
物
の
草
双

紙
を

一
冊
に
合
巻
し
て
色
刷
り
の
袋
を
掛
け
て
売
り
出
し
た
、

特
製
の
高
価
本
で
三
冊
物
の
二

・
五
倍
程
の
値
段
で
あ

っ
た
。

○
北
野
の
開
帳
に
湯
島
の
湯
の
時
宜
、
水
に
な

つ
て
色
の
さ
め
た
る

袋

入
を
そ
め
直
し
た
る
青
本
の
仲
間
入

…

(『同
』
)

☆

『戯
作
外
題
鑑
』
天
明
四
年
の
条
に
、
「
袋
入
の
本
此
頃
に
て
止

む
、
是
よ
り
後
の
袋
入
は
其
年
青
本
の
上
本
を
先
袋
入
に
し
て

出
し
、

一
月
程
立
ち
て
直

に
青
本

に
し

て
出
す
こ
と

ゝ
な
れ

り
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
手
前
勝
手
の
草
紙
の
ひ
や
う
ば
ん
、
百
二
十
八
冊
の
惣
巻
軸
、
外
題

に
見
え
し
か
ら
く
り
の
、
夜
分
の
景
色
引
き
か

へ
て
、
げ
に
青
陽
の

春
の
青
本

…

(『
同
』
)

☆
青
本
の
青
を
青
空
の
色
に
故
事

つ
け
て

(?
)
い
る
。

○
青
本
は
、
妹
の
行
方
い
か
ゞ
と
青
く
な
り

…

等
、
十
六
例
。

(天
明
二
年
刊
、
山
東
京
伝
作

『御

存

商

売
物
』
)

☆
こ
れ
も
、
青
は
ブ
ル
ー
で
あ
る
。

O
何
某
が
句
に
、
七
重
八
重
野
辺
の
錦
や
桜

草
、
そ
の
こ
と
の
葉

の
青

本
に
花
を
さ
か
せ
し
七
重
八
重

…

(天
明
三
年
刊

「『
楊
柳
桜
草
』」
南
畝
の
践
文
)
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☆
こ
の

「青
」
は
葉
緑
色
=
萌
黄
色
に
て
も
お
か
し
か
ら
ず
。

○
な
ま
大
通
の
な
れ
の
は
て
、
我
も
青
い
知
識
か
ら
世
に
文
書
く
こ
と

を
広
む
な
ま
け
の
馬
乎
人
と
も
い
ゝ
、
又
は
し
ミ
つ
の
ゑ
ん
十
と
も

申
や
す
。

(天
明
三
年
刊
、
志
水
燕
十
作

『模
聞
雅
話
』)

☆

こ
の

「青
」
は
、
青
二
才
、
青
侍

(『
大
鏡
』)
な
ど
の
未
熟
を

い
う
青
に
掛
け
る
。

○
右
上
下

二
冊
は
、
門
葉
の
婦
人
亀
遊
が
作
れ
る
青
本
の
清
書
双
番
な

る
が
…

(天
明
四
年
刊
、
朋
誠
堂
喜
三
二
作

『亀
遊
書
双
番
』)

○

へ
だ
て

つ
る
年
、
一
枚
絵

・
草
双
紙
、
明
け
て
め
で
た
き
空
の
青
本
。

(天
名
四
年
刊
。
朱
楽
漢
江
作

「
年
始
御
礼

帳
」)

☆
こ
れ
も
青
空
の
青
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ー
で
あ
る
。

○
と
う
ざ
い
く

た
か
ふ

ハ
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
こ
れ
よ
り
お
こ
と

ハ
り
申
上
ま
す
。
年
々
御
ら
ん
に
い
れ
ま
す
る
青
本
、
御
子
様
方
の

御
意
に
か
な
い
元
日
を
お
待
ち
か
ね
…

(天
明
六
年
刊
、
古
阿
三

蝶

作

「
[総
角
絵
二
印
籠
]
」)

○
青
本
に
か
く
れ
な
き
金
く

先
生
、
青
楼
よ
り
戻
り
か
け
に
四
人
の

や
う
す
を
見
て
・
・
・

(天
明
六
年
刊
、
榎
木
雨
露
住
作

『
四
人
詰
律
義

一
片
』)

☆
青
楼
と
は
勿
論
、
遊
廓
の
こ
と
。
古
く
よ
り
、
唐

で
美
女
の
住

む
美
し
い

楼

を

「青
楼
」
と
称
し
た
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。

○
ひ

つ
じ
の
春
の
新
は
ん
、
青
本
を
た
の
む
。

(天
明
七
年
刊
、
朋
誠
堂
喜
三
二
作

『
亀
山
人

家

妖

』)

0
先
に
人
を
笑
は
せ
た
る
青
本

の
戯
作
者
先
生
多
く
あ
り
。

(寛
政
年
刊
、
岸
田
杜
芳
作

『
武
茶
執

行

押

強
者
』
)

○
さ
ら
バ
、
返
し
授
ん
と
衣
と
子
供
の
入
替
玉
。
青
本
二
冊
の
通
用
物
、

ど
こ
ぞ
に
疵
あ
ら
う
も
し
れ
ず

・
…

(寛
政
三
年
刊
、
『今

昔

縁
気

ノ
白

綾
』
芝
全
交
序
)

0
は
や
す
善
の
青
本
表
紙
そ
ろ
ゆ
る
草
双
紙
。

(寛
政
四
年
刊
、
山
東
京
伝
作

『桃
太
郎
発
端

説
』
)

☆
こ
の

「
青
」
は
、
萌
黄
色

の
意
味

で
使

わ
れ
て
い
る
。

0
青
本
之
部

(寛
政
五
年
刊

『皐

下

旬

虫
干
曽
我
』
仙
鶴
堂

癸
丑
新
板
目
録
)

☆
寛
政
五
年
に
い
た

っ
て
も
、
ま
だ
本
屋

に
も

「青
本
」
の
呼
称

が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
用
例
。

○
ま
だ
初
舞
台
の
御
目
見

へ
に
廻
ら
ぬ
筆

の
操

狂

言
、
青
本
好
の
御

子
さ
ま
方
の
御
意

に
も
叶

ハ
ぐ

…

(寛
政
六
年
刊
、
式
亭
三
馬
作

『天
道
浮
世
出
星
操
』
)

あ
か
ほ
ん
む
か
し
や
く
し
や

あ
を
ほ
ん
し
ん
き
ゃ
う
げ
ん

ば

け
く

ら

べ

は

こ

ね

か

ぶ

き

○

『
(角
書
)
赤
本

昔

俳
優
/
青
本
新

狂

言

怪
化
競
箱
根
戯
場
』

(寛
政
八
年
刊
、
楽
山
人
馬
笑
作
)

0
趣
意
を
チ
ヨ
ツ
チ
ヨ
ト
閲
せ
ば
、
唯
筆
頭

と
口
先

の
ま
は
る

ハ
筑

か
、
豆
蔵
乎
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ワ
ツ
チ
ヤ
ク
チ
ヤ
ク
ヤ
哨

縁

黄

本
の
巣
の
中
よ
り
も
引
出
し

・
・
・

(寛
政
八
年
刊
、
『歌
等
功

雀
高
名
』
宝
倉
主
序
)

☆

「
黄
本
」
に

「
あ
を
ほ
ん
」
と
ル
ビ
を
振

っ
て
い
る
。

O
青
本
は
、
糸
か
ら
く
り
の

幼

御
子
様
方
の
御
慰

…

一59う



(寛
政
九
年
刊
、
『
福
徳
壽
五
色
眼
鏡
』
桜
川
慈
悲
成
序
)

○
今
や
、
青
本
の
青
お
に
、
数
度
の
桃
太
郎
、
寳
物
を
わ
た
せ
と
ゆ
ふ

と
も

・
・

(寛
政
十
年
刊

『二

文
字

鬼

角
文
字
』
慈
悲
成
序
)

○
初
日
の
空
の
青
本
に
。
あ
か
ね
さ
す
紅
ず
り
の
。
外
題
を
春
の
桜
木

に
人
は
武
士
の
名
の
み
残
り
て
…

(寛
政
十
年
刊

『武
勇

東

錦

絵
』
華
家
黒
面
序
)

☆
こ
の
青
は
ブ
ル
ー
で
あ
る
。

0
柳
の
青
本
、
緑

撰
取
御
好
次
第
。

(享
和
二
年
刊

『
[七
福
今
年
咄
]
』
永
寿
堂
西
村
与
八
)

☆
こ
の
青
は
グ
リ
ー
ン
で
あ
る
。

○
当
年
も
相
不
替
青
本
新
作
之
儀

被
仰
候
所

…

(享
和
三
年
刊

『不

厨

庖
即
席

料

理
』
北
斎
)

○
両

面
摺
と
題
号
し
て
。
響
に
青

一
組
の
数
に
彫
れ
り
。

(享
和
三
年
刊
、
十
返
舎

一
九
作

『裏

面

心

抜

路
次
』)

○
出
方
題

に
ふ

つ
て
振
出
す
丹
前
の
艶
六
法
よ
り
、
全
体
の
横
外
方
な

る
彼
の
青
本
の
戯
作
も
年
く

に
て

・
・
・

(文
化
元
年
刊

『敵
討

情

日
傘
』
南
杣
笑
楚
満
人
序
)

○
予
五
丁
の
青
本
を

一
ま
い
あ
け
た
表
紙
付

…

(文
化
元
年
刊

『敵

討

春

手

枕
』
楚
満
人
序
)

○
本
屋
の
店
ぞ
さ
か
ん
な
る
。
常
盤
の
い
う
と
青
本
を
。
山

の
ご
と
く

つ
み
お
け
バ
。
(文
化
二
年
刊
、
山
東
京
伝
作

『荏
土
自
慢
名
産
杖
』
)

☆
こ
れ
も

「青
本
」
と
言

い
な
が
ら
、
実
際
は
常
盤
色
=
黄
色
表

紙
を
指
し
て
い
る
。

○
こ
い
ね
が

ハ
く

ハ
、
江
戸
気
の
皆
さ
ま
。
敵
討
の
か
た
ミ

(園
田
注
、

「
固
み
」)
を
や
め
て
。
喜
三
二

・
春
町
伝
来

の
青
本
に
く
だ
け
給

へ

と
。
お
の
が
田

へ
ひ
く
水
か
け
う
ん
。
に
く
ま
れ
ぐ
ち
な
る
な
が
だ

ん
ぎ

ハ
し
ば
ら
く
や
め
て
。
ま
つ
青
本
の
聴
衆

一
片
の
老
婆
心
に
お

つ
き
な
さ
れ
ま
せ
う
。

(文
化
二
年
刊
、
式
亭
三
馬
作

『脇

訓

歌

字

尽
』)

○
大
道
廃
れ
て
仁
義
あ
り
。
大
通
廃

つ
て
野
暮
発
る
。
頃
日
報

讐

の
青

本

行

ハ
る
ゝ
。
赤
本
の
宿
昔
と
い
ふ
と
も
是
程
に
ハ
あ
ら
じ
。

(文
化
二
年
刊
、
式
亭
三
馬
作

『
親

讐

膀

膏

薬
』
)

○
抑
楚
満
人
が
夜
学
の
功
、
山
に
里
に
殆
ど
三
十
年
、
青
本
作
者

の
青

大
将
と
呼
れ
し
が

…

(文
化
二
年
刊

『敵

討

癖

蛇

榎
』
鹿
都
部
真
顔
序
)

㊥

あ
お
き
ひ
や
う
し
の
は
し
に
も
あ
ら

ハ
も
ち
ゆ
る
人
も
あ
る
へ
け

れ
と
わ
ら

へ
の
ミ
る
こ
と
な
し
。

(天
明
四
年
刊
、
市
場
通
笑
作

『正

説
河
童

叩几
』)

☆

「青
黄
表
紙
」
な
ど
と
い
う
呼
称
も
あ

っ
た
か
と

一
瞬
驚
い
た

が
、
何
の
こ
と
は
な
い
。
「青
き
表
紙
」

で
あ

っ
た
。

4

《「青
表
紙
」
の
用
例
》

◇

御

こ
さ

ま

が

た

御

な

く

さ

ミ
と

そ

ん

じ

、

く

ろ

じ

た

て

つ
う

の

ミ

な
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か
ミ
と
も
ふ
す
し
ん
き
や
う
げ
ん
、
し
ん
ま
い
さ
く
し
や
の
あ
を
び

や
う
し
ぼ
ん
に
つ
ま
ら
ぬ
み
と
な
が
ら
、
た
ゴ
よ
い
く

と
の
ご
け

ん
ぶ
つ
。

(天
明
三
年
刊
、
豊
里
舟
作

『富
多
高
慢

噺
』
)

◇
筥
根
か
ら
こ
つ
ち
に
野
暮
と
化
物
な
し
と
鬼

一
ト
ロ
に
是
を
せ
ば
、

左
氏
乃
青
表
紙
も

…
(天
明
八
年
刊
、
唐
来
参
和
作

『
模
文
画
今
怪
談
』
)

☆

「
左
氏
」
は

『春
秋
左
氏
傳
』
を
指
す
。
「青
表
紙
」
は
漢
籍
な

ど
内
容
の
硬
い
本
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

◇
楚
満
人
が
青

表

紙
を
検
見
す
る
に
、
其

出

処
は
槌
な
ら
ね
ど
、

能
く
竪
子
の
心
を
慰
め
忠
孝
の
道
を
さ
と
す
と

・
・
・

(文
化
二
年
刊
、
観
扇
亭
作

『
三
組

盃

初
編
』
)

◇
南
杣

笑

楚
満
人
、
復
仇
の
種
を
。
孝
行

車
に
積
で
。
世
に
と
ゞ
う
か

し
て
よ
り
。

青

表

需
て
ふ
も
の
は
。

な
べ
て
老
実
に
ぞ
な
れ
り
け

る
。

(文
政
七
年
刊
、
『恋

湊

客

入
船
』
欣
堂
間
人
序
)

☆
本
作
は
合
巻
で
あ
る
。

5

《「黄
色
表
紙
」
の
用
例
》

◎
色
事
で
も
甘
事
で
も
、
何
で
も
こ
つ
ち

へ
黄
色
表
紙

(天
明
二
年
刊
、
大
田
南
畝
作

『岡
目
八
目
』)

☆
有
名
な
用
例

で
あ
る
。
本
書
で
南
畝
は

「青
本
」
を

「黄
色
表

紙
」
と
言
う
。
「当
今
の
青
本
の
表
紙
は
黄
色
だ
」
と
教
え
て
く

れ
て
い
る
よ
う
。

6

《
「黄
表
紙
」
の
用
例
》

◆
罷
出
た
る
者
は
、
中
橋
と
京
橋
の
あ
た
り
に
住
、
黄
ひ
や
う
し
の
作

者
京
伝
と
申
も
の
で
ご
ざ
る
。

(天
明
五
年
刊
、
山
東
京
伝
作

『無
匂
線
香
』)

◆
ひ
ら
い
て
ミ
れ
バ
き
ひ
や
う
し
の
目
録
左
の
こ
と
し
。

(寛
政
元
年
刊
、
京
伝
作

『花

束

頼
朝
公
御
入
』
)

◆
鼠

半
切

の
漉

か

へ
し

に
摺
。
娯
松
小
判

の
黄

表

紙

を
か
け
。

則
花
之
笑
七
福
詣
と
題
し
て
…

(寛
政
五
年
刊
、
京
伝
作

『
花
之
笑
七
福
参
詣
』
)

◆
芝
全
交

ハ
曾
て
稗
史

小

説
を
好
ミ
け
る
が
、
去
年

の
秋
黄

表

紙
の

黄
な
る
泉
に
お
も
む
き
て

・
・
・

(寛
政
六
年
刊

『
百
人

一
首

戯

講

釈
』
京
伝
践
)

☆
こ
れ
も
有
名
な
用
例
。
『中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
十
二
巻

に
も
引

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
四
例
は
い
ず
れ
も
京
伝
の
文
章

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
文

学
史
上
、
「黄
表
紙
」
の
語
を
、
又
そ
れ
を
ジ
ャ
ン
ル
名
と
し
て
初

め
て
用
い
た
の
は
勿
論
、
意
識
的
で
は
な

い
と
し
て
も
京
伝

で
は
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な
か

ろ
う
か
。

◆
早
野
勘
平
が
頭
に
若

男
の
べ
つ
し
を

つ
か
ひ
。
定
九
郎
が
頭
に
小
団

七
の
う
す
に
く
な
る
を
其
ま
ゝ
に
。
黄

表

紙

の
二
幕
と
ひ
ね
く
り

ま
は
す

こ
と
左

の
ご
と
し
。

(寛
政
八
年
刊

『早
野
勘
平
若
気

誤

』
十
返
舎

一
九
序
)

◆
ち
や
ら
り
茶

表

紙
に
口

拍

子
。
出
鮭

の
黄

表

紙
茶
靡
色
。
そ
の
茶

ほ
う
じ
や
気
ほ
う
じ
に
茶
碗
せ
く

茶
わ
ん
せ
と
い
ふ
。

(寛
政
九
年
刊

『庭
荘
子
珍
物
茶
話
』
曲
亭
馬
琴
序
)

◆
あ
く
で
洗
た
た
る
ま
の
眼
も
。
ひ
ら
く
黄

紙
の
折
端
に
硯
の
海
の
は

し
り
書
。

(寛
政
十
二
年
刊

『御
手

遊

達
磨
心
学
』
鈍
々
亭
和
樽
序
)

◆
新
玉

の
初

商

ひ
に
。
真
咲
掛
け
た
る
梅
の
赤
本
。

鴬

の
黄

表

紙

は
。
春
風
の
袋

入
。

(享
和
二
年
刊

『
[七
福
今
年
咄
]』
永
寿
堂
西
村
与
八
)

☆
こ
の

「黄
」
は
鴬
色
。

◆
十
返
舎

一
九
の
あ
る
じ
野
干
仇
討
美
談
を
狐

色
な
る
黄

表

紙
に
著

し

…

●(享
和
三
年
刊

『木
肱
杜
野
狐
之
復
讐
』
清
冷
亭
笑
丸
序
)

☆
こ
の

「黄
」
は
、
こ
ん
が
り
キ
ッ
ネ
色
。

◆

諺

に
、
色
は
思
案
の
外
と

錐

思
案
の
中
に
悠

然
出
た
。
浮
気

表

需

の

一
趣

向
。
外
題

の
紅

も
恋

仕
掛
。
色

に
丸

め
し

三
冊
も

の
…

(享
和
三
年
刊

『色
外
題
空
黄

表

紙
』

一
九
序
)

◆
永
寿
堂
の
需
に
ま
か
せ
趣
向
は
例
の
桃
太
郎
が
御
仕
着
通
り
に
そ
め

上
げ
た
る
色

ハ
黄

表

紙
模
様
は
好
の
色
外
題
。

(享
和
三
年
刊

『初

宝

鬼

島
皇
』

一
九
序
)

◆
宇
治
の
花
園
、
氏
は
な
く
と
も
。
名
を
菜
の
花
の
黄

表

紙
に

・
・
・

(文
化
三
年
刊

『
大
師
河
原
撫
子

話
』
馬
琴
序
)

◆
天
明
時
代
の
人
魚
の
黄
表
紙
此
奴
を

一
寸
と
斯
う
遣
つ
て
…

(明
治
二
十
六
年
刊

『
一
夜
漬
人

魚

甘
塩
』)

7

《使
用
し
て
い
る
本
人
が
、
わ
か

っ
て
い
な
い
用
例
》

?
愛
に
鳳
雨
な
る
も
の
、
黄
表
紙
の
小
冊
を
綴
る
。

(寛
政
十
二
年
刊
、
『廓
数
可
佳
妓
』
序
)

☆
本
作
は
洒
落
本
で
あ
る
。

?
こ
は
黄
表
紙
の
種
本
な
る
を
其
儘

に
小
冊
と
な
し

…

(文
化
元
年
刊

『教

訓
相
撲
取
艸
』

一
九
序
)

☆
本
作
も
洒
落
本

で
あ
る
。

〈参
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文
献
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0
中
村
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「草
双
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の
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相
」
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彦
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』
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昭
和
六
十
二
年
刊
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時
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化
』
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号

昭
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◎
棚
橋
正
博

『黄
表
紙
絡
覧

(前

・
中

・
後

・
索
引
編
)』
「
日
本
書
誌

学
大
系
」
(四
十
八
)
(青
裳
堂

昭
和
六
十

一
年
～
平
成
七
年
刊
)

○
中
野
三
敏

『書
誌
学
談
義

江
戸
の
板
本
』
(岩
波
書
店

平
成
七
年

刊
)

0
山
中
共
古
著

・
中
野
三
敏
校
訂

『砂
払
ー
江
戸
小
百
科
1
ω
qう
』

(岩
波
書
店

昭
和
六
十
二
年
刊
)
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